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を

示

し

：て

い

る

。

こ

の

內

容

ル

旣

に

前

揭

の

著

書

に

引

用

さ
 

.れ

て

い

る

が

、
-表

示

す

れ

ば

第

.

1

表

：の
.如

く

で

あ

る

。

な

お

こ

の

農

家

の
 

勞

働

力

は

夫

婦

と

、

農

繁

期

に

お

け

る

日

雇

奉

公

人

一

人

ょ

り

な

つ

て

居
 

り

、
.
子

供

は

昨

算

さ

れ

て

い

：な

い

樣

で

あ

る

。

信

充

は

こ

の

樣

な

記

述

か
 

ら

次

の

如

.く

結

ん

で

V

る

。

「

引

殘

る

處

ニ

三

分

に

足

ず

故

に

風

寒

暑

熱
 

に

侵

さ

れ

一

.
一

一

月

も

怠

惰

す

る

時

は

收

獲

：に

損

あ

り

て

醫

藥

の

價

に

充

る
 

に

た

ら

ず

何

を

以

て

酒

色

に

費

す

餘

力

を

得

べ

け

ん

や

と

云

こ

れ

に

て

農
 

夫

の

辛

苦

を

知

、、/5
!
.

へ

こ

の

後

に

エ

.
商

に

つ

い

て

g

ff
の

記

述

也

し

、 

庶

民

生

活

の

苦

し

さ

を

描

い

て

い

る

。

從

つ

て

矶

|3
の

農

家

に

つ

い

て

の
 

記

載

が

、
.
果

し

て

近

郊

農

村

の

代

表

的

な

經

營

の

例

と

し

て

取

り

上

げ

る
 

事

の

可

否

は

十

分

檢

討

す

る

必

要

が

あ

る

。

勿

論

ご

く

大

摑

み

に

、

た

と 

え

ば

野

菜

を

主

と

す

る

畑

作

の

'優

位

性

で

あ

る

と

か

、

多

肥

農

業

た

る

所

米20石 (組40石) 
f麥 6 石 （3 反）
1大根 25,000本，
. (錢 135貫〉

米 5 石
錢 3 M .
米 5 石，
粗 1 石 
錢 60茛

全 2 雨 2分 
錢 4 0賞 
金 3 兩 
金 1 兩 2分 
米 5 斗、麥 1 石 8斗

米 ;I石、麥 3 石&斗 
金 2 兩 
金 1 兩 
金 1 兩 2分 
金 3 兩

金 2〜3 分剩リ

收 入

田1町の收入 

畑 5反の收入

り
貢
料
粗

- 1
)

* )
£

具
料
食
.食
紙
炭
服
費 

r
:
料

；

f 

v
f

曝

貢

運

具

屜

厘

.
，
茶

.
年
麥
小
種
肥
大
同
農
日
日
夫
鹽
薪
衣
交
差 

支

,

第
1

表
い
幕
末
期
近
郊
農
家
の
收
支
計
算

以

か

ら

購

入

肥

料

の

經

營

費

.に

占

め

る

比

重

の

大

き

さ

は

見

出

し

得

る

。 

し

か

し

そ

れ

以

上

の

、

例

え

ば

避

_

容

の

i

域

と

の

比

較

と

言

っ

た

. 

樣

な

正

確

性

を

要

求

さ

れ

る

收

支

計

算

例

と

し

.て

は

十

分

そ

の

任

に

堪

え
 

得

る

も

の

で

は

な

い

。

：

.
' 

:

.

.(

驻

ー

)

現

在

の

東

京

都

祓

橋

區

德

丸

町

附

近

。

S

一D
「

柳

寒

雜

筆

」
<

日

本

隨

筆

全

集

第

八

卷

)

六

ぺ

三

頁

。

•
今
一
っ
の
近
双# '
に
^
す
る
業
績
は
、̂

じ
く
豸
畠
皿
_

日
を
申
心
と 

レ
て
行
わ
れ
た
京
都
府
乙
訓
郡
久
我
村
の
：調
査
で
あ
る
。

'
尤
も
こ
o'
村
の 

選
定
は
近
郊
村
と

J

日
ぅ
角
度
か
ら
の
み
な
さ
れ
た
も
の
で.ば
な
い
；事
は
序.  

文
に
示
さ
れ
る
如
ぐ.で
あ
る
が
'.
近
訊
村
と
し
て
の
特
質
は
：、
：京
都
の
驚

''
都
市
近
郊
村
の
農
業
艇
營£

す

芝
.考
察
■

■

:■
'

尿

利

用

の

上

に

立

っ

た

蔬

培

、

菜

種

の

■作

付

と

言

ラ

「

商

業

的

農

業
 

を

營

む

她

帶

と

し

て

の

樣

贫

」

と

言

う

麗

か

ら

把

え

ら

れ

て

い

る

も

の
 

の

如

く

考

え

ら

れ

る

。 

> 

(

註

一

)

古

島

敏

雄

編

著

『

寄

生

地

主

制

の

生

成

と

展

開
』

昭

和

二

十 

-

七

.年

、
.
.ニ

頁

：：(

序

文

)

參

照

■

•C

註

ニ

)

.同

書

、

四

十

四

頁

。

.

.

ど

こ

ろ

で

、

近

郊

農

村

の

.特

質

を

把

え

る

場

合

、

こ

の

機

に

、

主

に

生
 

產

さ

れ

る

作

物

種

類

ひ

上

か

ら

す

る

事

は

勿

論

意

味

の

な

い

事

で

は

な

. 

い

。

し

か

し

、

單

に

作

物

種

類

の

上

か

ら

近

郊

村

=

商

業

的

農

業

と

言

、う 

規

定

を

下

す

事

は

、

逆

に

近

郊

村

を

特

に

取

り

上

げ

る

意

味

を

失

わ

せ

て
 

.

し

ま

う

。
.作

物

種

類

か

ら

言

え

ば

、
.
商

品

性

の

最

も

强

い

棉

作

等

は

決

し
 

て

近

郊

村

と

結

び

っ

く

も

の

ヤ

は

な

い

。

近

郊

村

に

對

す

る

都

市

の

歎

響
 

.

決̂

し

て

作

物

種

類

の

上

：に

の

み

存

す

る

も

の

で

は

な

い

。

範

圍

を

農

業
 

經

營

の

一

點

に

限

つ

て

も

、

そ

こ

に

は

以

下

に

述

べ

る

如

き

種

々

の

^

皿 

.

.
點

を

見

出

し

.得

る

: -
：

'

.

:

.

ぃ

㈠

.

蔬

菜

類

を

中

心

と

す

る

商

品

作

物

の

生

產

。

と

れ

肋

旣

に

述

べ

た
 

如

く

現

在

迄

に

近

郊

村

を

採

り

上

げ

る

基

準

W

な

る

も

の

で

あ

り

、
、
多

言
 

を

要

し

な

い

。
. 

V

都

市

下

肥

の

利

用

。

こ

れ

に

つ

い

て

も

前

者

と

共

に

從

來

も

と

り
 

.::

.■上

げ

ら

れ

て

或

る

の

で

あ

る

が

、
.
こ
.こ

で

注

意

す

べ

き

は

、

下

肥

と

雖

も
 

一

定

©.
貨

幣

を

以

つ

、て

畴

入

す

る

肥

料

で

あ

る

點

で

、

經

營

の

上

か

ら

み
 

,

.れ

ば

中

鰯

、
ノ

汕

粕

等

の

»

謂

金

肥

と

異

石

も

の

で

は

な

い

。

な

お

こ

れ

に

.

;

:

つ
.い

て

は

後

に

觸

れ

る

V

 

•

.

' 

V
 

.

■

,

ニ

九

(
.
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1

七)

•
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擧
會
雜
龈
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第
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十
八
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窆
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.奉
,̂
人
給
金
の
高
額
。

V

都
市
に
近
い
事
は
、
そ

の

都

市

墨

U

お
. 

i:
るM

s
、

.

.及
び
運
輸
交
通
等
に
對'す
，る

墨

、
都
市
手
工
寒
の
：
.手
間
賃
，
. 

ノ
仕
事：

に
對
す
，る
®

等
、
，，農
業
部
門
以
外
へ
の
雇
傭
の
機
會
を
よ
り
多
く 

す
る
。
，そ
の
結
果
、
：村
內
に
お
け
る
農
業
勞
働
カ
は
無
域
^-
比
べ
て
相 

對
的
に
減
少
せ
ざ
る
を.得
な
い
。.し
か
も
、
B
、
^
、
.等
の
理
_
に
，よ
り 

農
業
の
i

化
が
進
め
ば
農
業
勞
働
カ
.の
需
要
は
む
し
ろ
潜
大
す
る
も
の 

'..
と
見
て
よ
い
。
か
か
る
需
給
關
係
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
當
然
勞
働
賃
銀
の
：

-;
相
對
的
な
高
騰
傾
向
を
存
在
せ
し
め
た
事
は
十
分
豫
想
さ
れ
.る
。
し
か
し 

未
だ
1-
_
な
勞
働
市
場
の
成
立
を
見
ぬ
當
時
に
お
い
て
は
、
ビ
の
事
は
簡 

'単
に
斷
|日
し
# -
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後
に
お
け
る
實
證
的
な
裏
付
け
を 

.
必
要
と
す
る
。

，

：

H

V
小
作
料
、
土
地
價
格
の
高
額
性
。
勞
働
カ
同
樣
、
土
地
に
對
才
る 

需
要
ぢ
近
郊
ゼ
は
多
が
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
隣
接
地
域
の
武
家
屋
敷
の
設 

定
は.角

！
！！

村

の

例

に

.

見
ら
れ
る
如
く
で
あ
る
が
、
荒
蕪
地
の_
墾
.が
進
み
、

;

土
地
そ
の
：も
の
が
絕
對
的
な
限
界
に
達
し
、
又
商
品
作
物
の
生
產
に
よ
る 

刹
潤
の
增
大
攸
當
然
小
作
料
.
土
地
價
紙
に
影
響
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は 

な
.い
。

.；

' 

.

'

,

.

.

.

'

 

■.构
.
共
！̂

的
慣
行
の
崩
壊
。
こ
れ
は
む
し
ろ
村i

造
の
變
化
と
し 

:

て
'©
え
^
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い0
人
口
出
入
の
增
大
、■;
氷
田
.稻
作
ょ
畑 

'作
み
の
變
化
、
及
び
金
肥
利
用
に
伴
ぅ
肇
地
、
入
會
地
利
用
の
解
體
は
.、 

い
ザ
れ
%•
共
i

的
慣
行
の
崩
壊
を
促
進
せ
し
め
る
要
因
と
な
っ
た
。

；

/

以
上
述
べ
た
諸
點
は
、
何
れ
も
農
業
經
營
に
と
っ
て
重
要
な
條
件
を
形 

成
す
る
も
..の
で
.あ
る
。
，從
っ.て
、
.若
し
こ
れ
ら
の
疆
戳
が
、
豫
想
さ
れ

'

.

三 

0 

(

ニ

八)

.

る
懷
な
線
で
ス
ム
ー
ス
に
實
證
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
近
郯
村
に
お
け
る
農 

業
經
營
は
、1

般
'の
農
村
.と
異
：つ.
.た
形
態
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
前
掲 

:

r

Hの
條
件
は
、
地
主
手
作
の
形
態
を
と
る
大
經
營
を
早
く
崩
壊
せ
し 

め
る
.で
あ
ろ
う
し
、
場
合
に
よ
つ
て
は
通
例
考
え
ら
れ
て
い
る
樣
な
寄
生 

地
主
に
：よ
る
土
地
集
積i

日
う
方
向
に
ま
で
胃_
し
て
双
る
か
も
知
れ
な 

.い
。
又
如
何
な
る
徑
路
に
も
せ
よ
、
近
郊
村
の
農
民
に
.よ
り
蓄
積
さ
れ
た 

'貨
幣
の
投
下
は
、
，
特
に
都
市
と
の
關
連
に
お
い
て
非
農
業
部
門
に
多
く
な 

る
事
は
當
然
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
'近
郊
農
村
は
、
現
在
吾
々
が
視
る
如 

く
純
農
村
地
帶
の
そ
れ
に
比
較
し
ズ
む
し
ろ
貧
困
な
印
象
を
與
え
ら
れ
る 

.結
果
ど
な
.つ
：て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
今
の
と
と
ろ
'^
等
は
す 

べ
て
先
に
示
し
た
假
定
の
上
に
立
づ
た
幻
想
に
す
ぎ
欢
い
。
本
稿
の
主
題 

は
ご
れ
ら
.の
諸
條
件
に
.つ
い
て
、
可
能
な
限
り
實
證
せ
ん
と
す
る
も
の
.で 

あ
る
。
勿
論
是
等
の
す
ベ
て.、
或
い
は
そ
の」

つ
に
で
も
完
全
な
解
答
が 

.
與
え
ち
れ
る
の
は
現̂

直
ち
に
，は
不
可
能
であ
ろ
う
。
利
用
し
得
た
史
料 

.の
範
圍
は
ご
く
限
定
さ
れ
て
い
る
し
、
又
ど
の
一
つ
を
採
つ
て
も
そ
れ
ぞ 

れ
獨
立
し
た
問
題
と
な
り
得
る
内
容
を
有
し
.て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿 

の
意
圖
も
、
そ
う|
ロ
.つ
た
も
の
に
對
す
る1

の
提
起
と
、
_そ
の
解
明
へ 

.
の
.一
，つ
の
試
み
以
上
に
肚
る
も
の
で
は
な
い
ズ
な
お
こ
こ
に
言
う
近
郊
農 

.
村
と
は
、
：
主
と
し
て
關
東
、
江
戸
近
郊
の
農
村
に
限
ら
れ
る
。
利
用
し
得 

る̂
史
料
.の
關
係
が
ら
で
あ
る
。
又
年
代
の
上
で
も
同
樣
の
.理
由
か
ら
幕
末 

期
に
主
眼
を
置
か
ざ
る
を
得
な
か
つ.た
。

•
.

•

:

1广

作

物9

種
類
:

;'
德
川
時
代
の
農
村
に
お
け.る
作
物
種
類
の
檢
討
は
、
村
明I

の
記
載

を
用
ぅ
る
事
咖
通
例
行
わ
れ
て
い
る&
匆
論
こ
ゆ
植
0:
史
辨
の
有
す
る
制 

約
か
ら
、.
.こ
れ
の
み
に
よ
る
斷
定
ば
不
可
能
で
あ
り
、
且
つ
村
內
に
お
け 

る
夫
々
.の
比
重
を
求
め
る
事
は
で
き
な
い
か
ら
、
こ
の
記
載
を
過
重
覦
す 

る
事
は
危
險
で
あ
る
。
し
か
し
全
體
的
な
鳥
瞰
を
な
す
に
は
，

簡
便
な

. 

方
法
で
あ
る
の.で
、
，先
ず
近
郯
村
の
村
明
細
帳
か
ら
作
物
種
類
の
記
載
を
.

檢
出
し
て
み
よ
ぅ
。

.

㈠

‘武
藏
郡
角
箬
村
、文政八年

(

一
八
ニ
五)

'「

村
差
出
明

•
• c

驻 u

 

. 

.

,

,

I

」

？ 

.

'■
, 

■

し，
「

作
物
.之
義
，ハ
麥
.
稗

.
黍

•
荏

，
赛
麥
ン
申
•
大
根
等
ヲ
佾
リ
、

W 

:'.
姓
平
日
之
義
で
菜
'-
.大
根
を
用
ひ
*
候」

- 

:

. 

へ
㈡

武
藏
國
多
摩
郡
中
野
村
、
.寬
延
三
年.

(

ー
七
五
〇)

‘：

「

村
_

) 

' 

「

當
村
1|
業
の
間
：は
せ
％
ざ
V
も
の
江
.戶
表
に
馬
附
：に
出
し
_
候
、
.
女 

.•
'

の
儀
は
收
納
仕
上
候
得
ば
薪
木
拾
ひ
电
候」

.

ぃ
：
寶

曆

九

年

：

(

ー
へ
七
五
九

)

: -
1
村
|

|

」

：

':
'•. 

r

.

:

:

-

:

へへ.「

ー
農
業
の
間
は
ぜ
ん.ざ
ひ
も
の
江
戶
表
，_に
出
.

し
商
の
_稼
肥
し
と
り
出 

ニ

.

.

し
申
^-
-

、
女
は
^

等
レ
り
^

候」

•

,

.し
安
■
三

年(

.一
七
七
.四)

「

村i
£
J
.

.
寬
延
三
年
の
記
載
と
同
機
。

寬
政
十
一
.年

(

.一
七
九
九)

「

品
々
.御
尋
書
-

4

® 

. 

.

.

.

.
■'
.

.

、

「

一
五
穀
の
外(

菜
、
大
根
、
.'
に
ん
じ
ん
.、
年
、
茄
子
、
：
白
风
、
牛
蒡
、

:

刈
豆
、
草
#)

多
く
作
江
戸
江
出
し
商
び
候

」
：

「

一
農
業
の
間
男
は
前i

又
は
薪
を
伐
江
戶
に
出
す
、
女
者t
織
.

を
織
申
候」

都
市
近
郊
村
の
農
業
經
營
に
關
す
左
一
考
察

國

養

郡

八

幡

霧
t
 

. 
_ 

i

 
和
ー
1
年 

U

A

0二
.

)
「

村

驗

ー

.

.
:
.

.「
1.

當
村
之
儀
’米

.
麥

•
大
豆
等
之
外
格
別
多
作
出
し
胸
無.之
候」

.

武

藏

雪

原
i

川
宿
、.
委

ニ

年(

一
七
一
一
一
七

)
.「
村
指m

 

.
'
.帳」

.

/

ベ

.

.
'
'
；

.
:

r

一
 

畠
作
大
麥」

小
麥
.
泖
大
豆
：.
粟
：.
稗

•
蘅

麥
•
菜

•
大

根

•
茄 

':

子
>
.小
角
豆
之
類
作
り
申
候
、
多
要#

染
韋
等
ヽ
ノ
作
.リ
不
申
候」 

:

文
政
七
年
'

(
一

八
一
一
四

)

'
.

「

宿
差
廣
細
帳
八」

'

'

'

-

r

一
 

作
物
之
儀
、
米
•
麥

，
大
豆
.其
外
格
別
多
く
作
出
候
物
無
之
：

…
」 

以
上
は
德
川
時
代
に
：お
け
る
事
例
で
あ
る
が
、
明
治
双
¥
の

物
議
1上 

に
は
.
’や
や
詳
細
な
記
載.が
見
ら

れ
.̂
)
樣
に
.な
る
。
第

-;
表
は
舊
武
藏
國
荏 

原
郡
古
市
場
村
の
事
例
で
知
が0:
.
1 

\ 

.

■'

(

註1

野
村
兼
太
郎
敎
授
所
藏
史.料
。
.以
下
特
記
な
き
史
料
は
す
べ 

.*
'

■
:

て
同
敎
授
所
藏
の
も.<0
,で
あ
る
？
,

'

;

.

.

.

.(

，詫
ニ)

.

.加
藤
盛
慶
箸『

中
野
町
史』

昭
和
九
年
、
'一0

0
頁
。

.

S

三)

，'
同
書
、
'
'一
 

〇
三
頁
。

.

.
S四)

：

同
書
、1

-
0

五
頁
。

. 

:

.

(

註
五)

.;
,同
書
、
~*
〇
九
.頁
。

.

,(

註
六)

野
村
兼
太
郞
縞
著『

村
明
細
帳
の
：.研
究』

昭
和
一i

十
四
年
、

ニ
2£
.

九
頁
。
な
ぉ
こ
の
史
料
の
年
代
は
編
者
に
ょ
る
推
定
で
あ
る
。
 

(

註
.
.七)

‘

(

驻
八
.

)

:.

共
に
品
川
町
役
提
編『

品
川
町
史』

下
卷
、
昭
和 

七
年
、
.-
:
,
三
七
六
頁
。
 

• 

,

'

. 

•

,(

註
九)

野
故
兼
太
郞
編
著
、1前
掲
書
ニ
六
四〜

ニ
.六
.七
頁
所
收
の
同

. 

■
三 

一

(

ニ 

九)

•



明 治 6 年

產 出 量 價 格

31石 92 118圓222

65 石 76 226111759
32石 02 92 圓 080

349右 20 4如圓500
38 石 36 127圓867

19 石18 31圓967

郎石62 59 圓 367

138 石10 431(11568

3石29 13 圓160

即石36 127圓867

8石T7 29 圓 233

107 石 41 671PI313

475# 142圓500

411荷 164圓440

第 2表武藏國荏原郡古市場村の農業生產物ー覽

一

1.

一
田
學
會
雜
訪
.

第
四
十
八
卷
.

第
：一：

一
.

號
.

途用
I.. 

.
4
. 

ノ 

.

.

.費
消
消
消
消
消

' 

消
消
出
消
出

' 

消
出
，出
.出
出

:
貢
自
费
費
費
費
.費

 

'費
用
輸
費

：

費
，

-

3
 

7

 

自

他
.

輸輸輸輸.
輸

 

04
75

用
用
用
用
：用
用
石
石
用
.

用
：

.

15
2 8

自
自
自
自
'自
S.
5

13

自
他
，自
他
他
他
他

產 出 量

8

 

5

 

3

■

1

 

3

.

:
 

3

石
石
右
石
石
石

.石
石
石
石
.石
石
荷
荷
石 

42
9

 

5

28
6

29
12
37
18
5

2

35
>

11
1

1

.

1

18

物
，
穗
麥
麥
豆
耳
豆
.

.

豆
種
芋
蒡
油

 

米
糯
へ

' 

0 

m 

角
■

.

種 

庳岡大小

.，

—

大
小
空
犬
.菜
里
牛
菜

バ
ニ
：'
'
'
'
:
' 

.

三1

一

2

ニ
9
 

. 

,

.
:
- 

.

.

. 

-

.

:

.

村
，「

郷
明
細
書
上
帳1.

明

治
-'
年

2

八
七
三y

及
び
‘ r

米
雜
穀
庳 

.

.

.

,

物
書
上
帳」

明
治
七
.年

(

一
八
七
凼)

よ
り
。
な
お
.こ
の
村
は
明
治 

六
年
、
戶
數
八
0
:、
.'
'人
ロ
五
0
〇
人
、
外
寄
留
ニ
戶
、
人
數
八
人
と 

■

な
つ
て
い
る
。

. 

‘ 

.

，

.

•

, 

右
に
示
し
た
若
干
の
：事
例
か
ら
判
斷
さ
れ
る
限
り
、
近
郊
農
村
に
お
け 

る
作
物
種
類
は
蔬
菜
類
に
多
く
を
見
出
す
事
が
で
き
る
。
.村
明
細
帳
の
記 

載
は
多
く
單
に
種
類
を
亲
す
の
み
で
、
自
家
^

か
、
販
賫
を
目
的
と
し
た 

.の
か
：判
別
し
難
い
場
合
が
多
い
が
、
中
野
村
の
例
に
み
る
如
く
江
戶
へ
出 

荷
す
る
事
を
明
記
す
る
も
の
も
あ
る
。
.
し
か
し
そ
れ
ら
の
村
內
の
全
農
業 

生
產
に
占
め
る
比
重
ば
、
明
治
初
年
の
物
產
書
上
に
よ
り
漸
く
明
ら
か
に 

'し
得
る
。.
勿
諭
こ
の
敷
字
も
す
ベ
て
そ
の
ま
ま
信
賴
し
.得
る
か
否
か
は
大 

い
に
疑
問
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
第
一
一
表
に
示
す
產
物
を
と
つ
て
も
、
雨 

:年
間
に
お
け
る
岡
爾
.
#
等
の
著
し
い
相
違
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
も 

の
か
1不
明
で
あ
る
。
む
し
ろ
.餘
れ
か
の
數
字
に
誤
り
が
あ
る
も
の
と
考
え 

ら
れ
よ
ぅ
？
し
か
し
、.
ー
應「

他
輸
出」

な
る
言
葉
で
示
さ
れ
る
販
賣
作 

物
が
大
豆
、
空M

、
：

菜
種
、.里
芋
、
牛
葉
等
の
畑
作
物
で
あ
る
事
、
そ
の 

價
格
は
、
明
治
六
年
の
場
合
、
，
一
四
ニ
，一

 

圓
、
總
額
の
五
三
％
强
で
あ
る 

事
は
こ
の
村
の
近
郊
村
と
し
て
の
性
格
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ 

る
0

^I

こ
の
村
が
多
摩
川
河
口
近
く
の
低
濕
地
に
^M

す
る
と
こ
ろ
か 

ら
、
，
畑
作
一
般
に
つ
い
て
、
生
產
の
好
■
件
を
備
え
て
い
た
と
は
考
え
ら 

れ
な
い
が
、
菜
種
を
中
心
と
ず
る
江
戸
市
場
目
當
の
商
品
生
產
は
相
當
進 

ん
で
い
た
事
が
明
ら
か
で
あ
ろ
ぅ
。
に
も
树
ら
ず
、
そ
の
反
面
自
給
的
色 

彩
も
相
當
强
い
事
は
、
貢
租
を
含
め■た「

自
用
費
消」

の
生
產
額
が
全
體

の
.半
ば
近
く
を
占
め
て
い
る
事
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
。

.
し
が
し
、
總
じ
て 

こ
の
種
の
史
料
か
ら
結
論
し
得
る
部
分
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
。
又

. 

明
治
初
期
の
%
罾
■
上
を
そ
の
主
ま
幕
末
の
狀
態
と
考
え
る
，̂

は
危
險
で 

あ
ろ
ぅ
。
況
ん
や
こ
こ
に
示
し
た̂
㈣
は
、
近
郊
農
村
の
ご,<
一
 
部
の
例 

.に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
是
を
以
っ
’
て
問
題
の
解
答
と
す
る
事
は
で
き 

な
い
。
從
づ
.て
吾
々
は
こ
こ
で
眼
を
轉
じ
、
ょ
り
正
確
な
斷
定
を
可
能
に 

す
る
他
の
史
料
を
檢
討
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。

第
.一
一
の
方
法
は
、
個
々
の
農
家
の
罾
罾
殳

㈣
の
利
用
で
あ
ろ
ぅ
。
.從
双 

紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
の
種
の
史
料
の
內
、
關
東
地
方
に
屬
す
る
も
の
は
、 

武
藏
國
多
摩
郡̂
椚
田
村
お
川
家
の
農
事
日

(

1
て

相

摸

國

中

郡

土
！
：

村

原 

家
の
田
畑
仕1
帳
、
'或
藏1

：

多
摩
郡
犬
目
村
野ロ
家
の
金
錢
出H

I
,が 

■あ
る
が
、
是
等
は
い
ず
れ
%'
近
郊
農
村
と.は
い
い
難
く
、it
.接
利
用
す
る 

事
は
で
.き
な
い
。
從
っ
て
實
配
せ
ん
と
す
る
事
例
が
以
下
に
述
べ
る
舊
武 

藏
國
条
摩
郡
下
井
草
村

(

現
在
東
京
都'#
.並
區
卞
井
草
町
附
近

)

弗
ロ
 ̂

の
經
營
帳
溥
の
み
で
あ
る
事
は
已
む
を
得
な
い
。
な

お

多

數

の

亂

種

史

料

. 

の
埋
藏
が
豫
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
.
す
べ
て
今
後
に
期
待
せ
ね
ば
な
ら 

な
い
の
で
あ
るo

:

(

驻
.

1
0

戶
谷
敏
之
著『

近
世
農
業
經
營
史
論

』

，一
五
七
頁
以
下
。

、

(

_

5

 

同
書
、
：
 

一
二
.七
頁
以
下
。

.

.

，

V

.

.:

.(

驻
三)

.

同
書
、
.四
七
一
頁
玖
下
。
な
ぉ
'
.こ
の
例
は
明
治
四
年
以
降
で

.

.

あ
る
'0
-

.

:

.

下
井
軍
村
は
江
戸
日
本
橋
か
ら
四
里
、
.內
藤
新
宿
か
ら
は
一

一 :

里

半

餘

り

，
 

に
位
置
す
る
西
郊
の
農
村
で
あ
る
。：
井
口
：家
は
幕
末
期
に
お
い
：て
同
村

•の

.

,'
•

'

都
市
近
郊
村
の
農
業
經
營
に
關
す
る1

考
察
：

.

名
主
役
を
し
て
い
た
。.村
役
人
と
し
て
の
公
的
な
史
料
の
他
、
幕
末
期
に 

お
け
る
同
家
.の
經
營
勝
簿
と
し
て
は
、
金
錢
出
納
帳
、
寓
覺
帳
、
糞
扱
日 

-

誌
等
が
あ
る
。.是
等
め
諸
史
料
は
次
節
以
下
に
お
い
て
も
利
用
す
る
が
、

こ
.■で
は
こ
れ
乇
を
通
じ
て
同
家
の
農
業
經
營
に
如
何
な
る
作
物
が
ど
れ 

.だ
げ
の
比
重
を̂

め
て
.い
る
か
を
檢
出
し
て
み
ょ*5
'
。
ま
と
ま
つ
た
#

^
 

日
誌
で
は
な
い
の
で
、_

合
的
な
㈣
斷
は
で
き
な
い
し
、
又
同
家
の
經
營 

面
積
も
明
ら
か
で
な̂

ま
ず
慶
應
三
年(

一
八
七
〇)

の

「

萬
■
_」 

に
ょ
り
、.同
年
の
日
履
奉
公
人
の
農
業
勞
働
日
數
を
作
物
別
に
示
す
と
、 

稻
作
三
一
一
、
五
日
、
麥
作
二
一
、'五
日
、
大
根
七
、
五
日
、
芋
 
一
二
日
、 

黍
.
•粟
五
日
、
簡
麥
四
、
五
日
、
そ
の
他

一
.

般
三
ニ
、
五
日
、
合
計
一
一 

五
、
五
日
と
な
づ
て'い
る
。
&

こ
の
日
雇
奉
八
ム
八
以
外
に
男
女
ー
人
づ 

っ
の
年
季
奉
公
人
の
存
在
し
た
事
は
、
同
年
の
金
錢
出
納
帳
に
給
金
の
支 

拂
が
記
さ
.れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ
るt
し
か
し
、
こ
の
家
の 

農
業
經
營
に
と
っ
て
大
根
、
芋
等
の
蔬
菜
類
が
か
な
り
重
要
な
位
置
を
占 

.め
て
い
た
事
は
明
ら
か
で
お
る
。
こ
の
事
情
は
金
銭
出
入
帳
か
ら
同
家
の 

農
產
物
收
A-
-
の
比
重
を
み
れ
ば
上
り
明
白
で
あ
ろ
ぅ
。
第
三
表
は
文
久
四 

年

(
r

八
六
四)

のr

金
錢
出
入
覺
之
帳|

か
ら
農
業
に
ょ
る
收
入
を
作 

物
別
に
示
し
た
も
の
：で
あ
る
。
.當
時
の
こ
の
称
に•お
け
る
金
，•銀
.，
錢
の
、
 

兩
霜
場
が
不
明
な
の
で
夫
々
の
比
重
を
芷
確
に
知
る
事
は
せ
'き
な
い 

が
、
金
一
兩
"
箜
ハ
貫
五
ず文
と
^

%
し
ム
#

し
た
指
數
をm

數
と
し
て 

佘
し
た
0
:な
お
；こ
の
年
の
同
家
の
收
入
は
こ
の
農
業
收
入
の
他
、

.薪
、
杉 

葉
等
の
：變

合

計

金
1
1六
兩
ー
分
ー
朱「

錢
_
1ニ
九
貫
七
三
〇
文
が
記
さ

：

れ
て
い
る
事
を^.
慮
に
入
れ
ね
ば
が
ら
ない
。

■ 

.

■

,

'

..'
■

- 

,
,

' 

. 

, 

I
I
- 

(

ニ
ー
.一)

.

.



卞井亨村一;P 家の農库物收入（文久4 年)

品 • ' 名 . 數 量 m 指 數

米 42俵 4公兩： 4パ698文 * 54.4

麥, 9 後, 6 兩 ノ r,6

養 麥 9 俵 6 兩 3梦 2朱 2/411文 9.2

粟 ， 8 升 400文 —

餅 . も朱

'対. ： 豆 . 3兩 \ 2朱 1/266文 4.2

子 ， 1分 1 朱 5/860文 1.5

牛 蒡 • 芋 3分 2/ o h 文 1.3

大 根 4 兩 1分 3朱 8,343文 7,3

澤 庵 5 兩 2分 1 朱 420文 7,2

菜 種 1 兩 3分.2朱 230文' 2.6

: . 藍 ) 2 兩 1 朱 2.6

東
■ 812文 ,

不 ' 明' /. 1 兩 1分 2 朱 320文 1.7

合 計
•ノ

4々兩 2分 26 ,63杖 100.0

三
田
學
會
雜
誌.‘
第
四
十
八
卷
：
第

二

號
■

.'
•
:

(
s'
:經
濟
兔
硏
究
會
編『

日
本
經
濟
史
辭
典』

(

上
：卷)

昭
和
一
一
十 

.

.

.
九
年
版
■、
.三
六
七I

A
頁
の
金
銀
錢
比
價
變
動
表
ょ
•り'0

第 3表
第N

1

表
は
種
々
の
興
味
深
い
史
實
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
作 

嫩
種
類
を
み
れ
ば
米
麥
の
他
、
大
根
が
か
な
り
多
い
事
は
、
加
工
品
の
澤

三

四

(

一
ニ
ニ)

庵
を
加
え
れ
ば
そ
の
販
賣
額
は
總
額
の
十
五
％
近
く
、
畑
作
の
約
三
分
の 

一
に
達
し
：て
いる
事
か
ら
明
ら
か
であ
る
。
又
養
^
も
多
いが
、
む
し
ら 

豫
想
さ
れ
た
蔬
菜
類
は
大
根
を
除
け
ば
そ
れ
程
多
い
も
の
で
は
な
い
。
注 

目
す
ベ
き
は
こ
の
家
に
お
い
て
も
依
然
と
し
.て
販
賣
額
の
半
ば
以
上
を
米 

.
が
占
め
て
い
る
事.で
あ
ろ
う
■ 
°

こ
の
四
十
一1

俵
"

約
十
七
石
以
外
に
自
家. 

，
の
飯
米
、
年
貢
米
を
加
え
た
も
の
が
米
の
總
收
得
量
で
あ
り
、
そ
れ
は
若 

干
の
自
作
地
と
、
小
作
米
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
.か
ら
、

こ
の
.表
に
示
し
た 

..數
字
が
直
ち
に
こ
の
家
に
お
け
る
稻
作
の
程
度
を
示
す
も

の
と
な
ら
な
い 

の
は
_

で
あ
る
。
し
か
し
旣
に
述
べ
た
如
く
、
全
日
雇
勞
働
の
三

®

 

上
は
'明
白
に
稻
作
の
た
.め
に
授
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
.あ
る
か
^
、
經
營
に 

お
け
る
比
重
は
か
な
り
高
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

，

し
か
し
こ
の
事
は.、
.
近
郊
，農
村
の
特
質
を
毫
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な 

.

い
。
.
問
題
は
米
を
含
め
た
全
農
業i

が
そ
れ
ぞ
れ
如
何
な
.る
程
度
に
商 

品
生
產
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
ろ
う
。
義
德
川
時
代
の
米
一
般
に
っ
い
て 

そ
れ
が
商
品
生
產
さ
れ
て
い
た
と
は
®

に
斷
定
し
得
る
も
.の
で
は
な 

い
。
し
か
し
都
沛
近
郊
に
お
い
て
は
、
當
然
輸
送
上
の
便
宜
.か
ら
單
に
蔬 

菜

等

の

畑

の

面

の

み

で

な

く

、
稻
作
に
っ
，い
て
も
生
產
は
商
品
生
產 

と
し
て
の
性
格
を
强
く
持
つ.て
い
今
の
で.技
あ
る
ま
い
か
。た
と

え

ば

江 

戶
及
び
近
在
に
お
け
る
地
廻
米
穀
間
凰
の
# -

在
と
そ
の
活
ヘ
動
は
：：
そ
の
取 

引
が
感
に
行
わ
れ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ホ
穀
の
商
品
性
は
高 

か
っ
た
事
が
推
定
さ
れ
ょ
う
。
こ
の
樣
に
考
え
て
來
れ
ば
、
'近
郊
農
村
の 

農
業
經
營
を
®

種
類
の
上
か
ら
特
徵
ず
け
る
事
に
重
耍
な
意
味
を
视
出 

す
事
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と.斷
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
稻
作

=

貢
米
、

畑
作=

飯
米
及
び
商
品
生
產
と
言
う
槪
念
規
定
.は

.'一

律

に

當

て

は

め

る

事 

は
雜
理
で
あ
ろ
う
。
た
と
い
稻
作
で
あ
ろ
う
と
、

•

又
畑
作
で
あ
ろ
う
と
、

近

の

經

營

上

の

特

質

は

別

の

面

で

捉

え

らる
べ
'き
で
あ
ろ
う
。

■

«

)

跋
村
兼
太
郎
著『

德
川
封
建
社
會
の
，硏
究

』

.

昭
和
十
六
年
、
四 

.

.三

L

頁

.以

下

參

照

。

H

肥

.
料

\

農

業

經

營

に

お

け

る

肥

料

の

は

、
た
だ
單
に
そ
の
技
術
的
高
低
の

■ 

指
標
と
し
.て
の
意
味
を
示
：す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
^

敷
等
の
‘
i

肥
料
は
採 

草
入
惠
の
利
用
形
態
を
通
し
て
村
震
造
に
結
び
つ
き
、
又

逆

に

所

謂

■ 

'
金
肥
の
使
用
は
經
營
の
貨
幣
經
濟

〈

の

捲

き

込

ま

れ

る

指

標

と

な

る

重

要,, 

，な
問
題
で
あ
る
事
は
今
こ
こ
に
繰
.返
す
必
要
は
な
い
。
關
東
他
方
に
お
い 

-
.て
は
、
村
明_

の
記
載
を
通
じ
て
、
野
村1

は

金

肥

‘
.—

吧

の

混 

淆
と
言
う
概
觀
を
述
べ
ら
れ
て
い.る
？
德
川
時
代
の
農
業
に'お
け
る
自
然 

の
力
は
殆
ん
ど
決
定
的
で
あ
り
、

「

各

小

地

域

が

そ

の

の

狀

況

に

適

.
.

.

る
機
：求
そ
の
生
活
方
針
を
決
定
し
、
'
農
業
を
.經
營
し
な
け
れ
ば.な
ら 

な
か
つ
た」

と
さ
れ
て
い
る
。
從
つ
て
一
概
に.關
東
農
村
の
肥
料
使
用
の
，
 

塑
に
つ
い
，て
斷
定
す
る
事
ば
困
難
で
あ
ろ
う0:
そ
の
中
に
.お
い
て
、
.近

郊
' 

農
村
は
比
較
的ま
と
ま
つ
た
一
つ
の
型
を
構
成
する
‘も
€ >

と
考

え
ら

れ 

る
。
g!
J

ち
、■
都
市
に
お
け
る
下
肥
の
利
用
で
あ
る
，，
勿
論
こ
の
場
合
、
運 

.
送
の
制
約
か
ら
水
運
：の
利
用
で
き
る
江
戶
北
部
及
東
部
と
、
事

ら

陸

上

運

. 

送
に
依
存
す
る
西
部
.で
は
、
距
離
の
上
か
ら
そ
の
範
圍
は
異
つ
て
來
る
で 

あ
ろ
，■う
/

江
戶
川
を
利
用
す
る
下
肥
運
送
は
、
i -
K

/

1國

葛

飾

郡

北

部

の

流.

山
、
.三
輪
野
附
近
に
ま
で
及̂

で
い
..る

の

で

輕

。
■

.

.

.
都
市
近
郊
村.の
.農
業
經
營
に.關
す
る
-

考
察
，
 

,

(

註
：
 

一)

野
村
兼
太
郎
編
著『

村
明
細
帳
の
硏
究』

八
四
頁
。

-

C

B
一) ■

野
村
兼
太
郞「

江
戶
の
下
肥
取.引
に
っ
い
.て
.

」

三
田
學
會
雜
' 

誌
第
三
十
四
卷.第
_十
.ー
號
、
1
〇
四
貢
以
下
所
收
の
文
書
參
照
。
な 

-

:お
寬
政
ニ
年(

一
七
九
0

>
武
藏
國
豐
嶋
郡
ー
角
箬
村
文
瞽
。

「

糞
代 

, 

'

」

，#」

.

.
4題
，す
，る
掃
除.：(

下
肥
汲
取)

代
金
め
高
騰
.に
對
す
る
引
き 

」

下
げ
の
歎
願
書
が
あ
る
が
、
差
出
人
は
武
藏
下
締
ー
〇

一
六
ヶ
村
惣 

.

代
と
し
て
武
藏
酿
葛
飾
郡
金
町
村
、
上
千
葉
村
、
龜
戸
村
、
大
谷
由 

ン
材
、：

領
家
村
、
荏
原
郡
居
木
橋
村
、
矢
口
村
、
.
雪
ヶ
谷
村
、
野
潷
村
、

...

多
摩
.郡
中
野
村
、
高
圓
寺
村
、
橘
樹
郡
宮
村
、
稻
荷
新
田
、

.
P

、

.

-:

下
總
國
葛
飾
郡
行
德
市
川
新
田
等
を
擧
げ
'て
居
り
、
下
肥
の
取
引

•

:

利
用
さ
れ
た
へ
範
圍
を
物
語
つ
て
、い
る
。

」

從
つ
て
、
.
若
し
下
肥
の
利
用
と
言
ぅ
事
實
を
近
郊
農
村
の
.
一
特
質
と.す 

れ
ば
、
そ
の
範
圍
は
非
常
に
廣
く
な
つ
て
し
ま
ぅ
。
そ
れ
故
こ
の
事
と
、 

前
節
で
述
べ
た
蔬
菜
生
產
と
の
相
關
々
■係
は
簡
單
に
は
想
定
し
得
な
い
。 

し
か
し
.、
勿
論
最
近
郊
の
、
蔬
菜
供
給
地
帶
に
最
も
多
く
利
用
さ
れ
た
事 

は
、
單
に
そ
の
生
塵
が
多
肥
的
な
技
術
的
要
求
か
ら
来
る
結
果
の
み
で
な 

く
、
渾
送
上
の
利
便
が
ら
来
る
事
は
當
然
で
あ
る
。
近
郊
農
村
の
村
明
細 

帳
%•
の

こ

の

事

を

記

載

し

て

い
る
例
亦
多
いV

へ
.

’
.

i

國
荏
原
郡
八
幡
塚
村
の
享
和
ニ
年
と
推
定
さ
れ
る
村
明
細
帳
は
、
 

こ
の
村
の
肥
料
に
：つ
い
て
次
の
如
く
記
し
て
い
る
0

 ̂

.
 

r

田
壹
反
ニ
付
/

粕
壹
石
程
' 

下
肥
四
十
荷
程
入
申
候
、
.畑
登
反
一
一
下 

肥
廿
五
'荷

ッ

ヽ

も

相

用

ィ

、
，
無

#

ニ而
.：

や
作
毛
出
來
兼
申1

」

更
に
多
！̂

を
越
え
た
橘
樹
郡
六
角
橋
村

(

現
撗
濱
市
內〕

文
政
六
年

• 

• 

:三
.五

(
I

 

ニ 
3



:

一'
1ー.两
學
會
雜
誨'-
第
0 .
-

十
/ \
.'卷
，
.
第
二 
號
.
. 

•

.

C

一
 

八
ニ
，

1

一1
Vの
村
明
細
帳
は
、
.

,
■
1

.

.「

田
畑
肥
之
義
ハ
、磯

W
.

下
肥
；•糠
■•
'灰

等

謂

申&
J

-.

と
.記
し
て
い
る
。
.；北
部
の
農
村
に
眼
を
轉
ず
れ
ば
、

1 

村

元

文

一

一

年

C
V

七
三
七)

、
に
.

「

田
畠
肥
之
興
ハ
干
魚;'
'
下
肥
用
申
候
,-
.

.
と

あ
り
、.大
體
こ
■の
附
近
ま
で
下
肥
の
利
用
が
行
わ
れ
て
い
た
事
を
1
.7K
し
.

て
い
る
。
-'
.
'
-
こ
：：の
他
肥
料
に
つ
い
て
の
記
載
の
あ
.る
村
明
細
^

g

%藏
國
で
. 

は
埼
玉
郡
江
}

|

%寬
敗
十
年
.a
七
九
A
}、
多
摩
郡
^

!

、̂
寶
曆
五
.
.
. 

年

(

一
七
'五
.五)

、
寛
政
十
一
年(
一
七
九
九)

、
同
郡
{

&
、■享
和
四
年
.

,(

.I

A

o
四)

、
足
立
郡
染
ハ
冗
文
一
一
年
.

(

一
七
一
一一
七)

、
天
明
六
年
.

2

七
八
.
.六)

等
が
み
ら
れ
る
が
、.是
等
は
い
ず
れ
も
下
肥
に0
:い
て
'の

, 

齡
載
を
全
く
し
て
い
：な
い
の
で
あ
る
。
僅
か
め
村
明
細
帳
か
ら
決
論
を
下 

す
事
は
甚
.だ
危
險
で
あ
る
が
、
是
等
の
村
々
.が
江
戸
か
ら
前
者
に
比
し
て 

遠
距
離
に
位
置
し
て
い
る
事
は
下
肥
の
利
用
と
村
落
の
位
置
と
の
間
の
相 

關
々
係
を
示
す
に
外
な
ら
な
い。

：

.

'(

註一
)

野
村
兼
太
郞
猸
著『

村
明
細
帳
の
硏
究』J

一
五
九
頁
。
/
.

(

驻
ニ)

同
書
、
ニ
九
。

頁

。

C

驻

三)

同
書
、
三
.一
一
九
直。
.. 

'
- 

.

(

註

四)

同
書
、

一
八'三
頁
。
,

(

註
五)

同
書
、
三
四
三
、
三
五
〇
頁。

.

,

.

(

註
六)

同
書
、
三
六
六
頁
。

：

(

驻
七)

同
書
、
三
八
〇
、
士
ー
八
六
頁。
_

又
、.更
に
近
傍
の
村
を
見
よ
う
。
多
摩
都
冲
野
村
の
寬
政
十
一
年
2 

七
九
九)

の(

備
は
次
の
如
く
，で
あ
る
。

.

.

. 

m

六

(
1
.

ニ 
四)

.
「

ー
肥
し
田
方
は
バ
下®

S

腐

粕

の

腸

小

麥

糠

飴
^

# 

:"
油
粕)

.畑

方

は
.

(

下
菌
灰
泊
粕
米
糠

.

.馬
糞)

.
此
品
重 

に
相
用
申
候」

.

:

~ 

' 

'

パ
 

•

•

.

(

註)

'
加
藤
盛
慶
著『

中
野
财
史』

..
ー
:0
九
頁
。
な
お
同
書
に
は
下
菡 

=
=

卞
繭、

糠
：： =

糖
と
.な
っ
、て
い
る
が
こ
れ
で
は
意
味
をな
さ
な
.い
か 

ら
誤
記
で
あ
る
と
思
^

れ
.る
。

以
上
の
如
く
、
村
明
細
帳
の
記
載
を
通
じ
.て
、
江
戸
に
近
付
く
に
っ
れ 

下
肥
の
.利
用
が
見
ら
れ
る
事
を
知
り
得
た
。0

k

こ
の
事
と
前
節
で
述 

ベ
た
蔬
菜
生
產
と
は
必
ず
し
も
關
係
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
畑
作
の 

み
で
な
く
、
稻
作
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
下 

肥
は
.肥
料
一
双
と
し
て
如
何
な
る
意
味
を_
す
る
か
。
そ
め
一
部
分
は
所 

謂
^

g

肥
料
で
あ
っ
た
事
は
當
然
考
え
ら
れ
る
。
又
或
る
部
分
は
無
價
物 

.
と
し
て
、
單
に
運
搬
勞
働
の
み
で
收
得
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
し
、
僅 

少
の
蔬
菜
等
と
交
換
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
從
っ
て
少
く
も
こ
の
樣
な 

事
情
が
支
配
的
に
續
く
限
り
、
干
鰯
の.如
く
、
通
例
の
農
村
で
は
全
然
自 

給
し
得
.ぬ
金
肥
と
は
異
っ.て
い
る
。
し
か
し
こ
の
■
な
事
情
は
決
し
て
そ 

の
ま
ま
と
ど
ま
る
事
な
く
徐
々
に
變
化
し
て
行つ
た
。
こ
ぅ

日
日
つ
た
問
題 

を
取
引
關
係
の
史
料
を
通-1
;
て
追
究
し
て
み
ょ
ぅ。

.

下
肥
の
取
引
そ
の
も
の
に
關
し
て
は
旣
に
野
村
敎
授
の
紹
介
さ
れ
る
處 

. 

'
で
あ
沒
今
こ
こ
で
詳
論
す
る
餘
裕
も
な
い
。
當
初
に
お
い
て
は
む
し
ろ 

都
市
衞
生
上
、
こ
のは農民に

と
っ
て
有
利
で
杜
な
か
っ
た
か
と
考 

え
ら
れ
.る
が
、

一.般
農
歲
に
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
需
要
が
增
大
す 

れ
ば
價
格
は
高
騰
し
、■■又
取
引
の
當
事
者
た
る
農
民
と
象
主
又
は
差
配
人

と
.の
間
に
權
利
關
係
を
生
じ
、
■更
に
は
ぞ
れ
が
株
と
な
つ
て
寶
貢
さ
え
も 

行
わ
れ
る
機
に
な
る。

.
i 

,
,

:
(

註)

野
村
#

太

郎「

江
戸
の
下
肥
取
引
に
つ
い
て」

三
田
學
會
雜
誌 

'

第
三
十
四
卷
第
十
一
號
九
九
直
以
下
。

',

次
に
示
す
^
料
は
武
l i
國
墜
嶋
部
角
箸
村
の
文
齊
で
あ
る
が
と
.の
嫌
な 

關
係
泠
種
々
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

,

「

:.
'

.

,
 

' 

.

.

.

‘

.

差
上
审
規
定
證
ネ
之
事

1

0^

¥%

^

金
直
〒
相
成
諸
作
物
直
段
配
代
迄
引
合
不
申
、
1 |

砠
共
困
窮
. 

之
011

相
成
外
儀i〖

有
之
、
延
享
寬
延
年
中
：之
振
合

II

龚
代
金
引
下
ヶ 

•
H得
者
、
夫
ニ
准
畑
作
物
直
揆一
一も
響
き
、
芪
姓̂

^
致
安
ク
.自
然
與 

御
年
貢
納
方
も
捩
取
外
道
理

H

付
、
右
代
命
引
下
外
様
一
統
相
觸1
被 

成
下
度
旨
泰
願
上
外
诡
、
右
者
對
之
儀
ラ
付
御
觸
流
之
義

，
も
木
容
易
筋 

•
之
旨
御
吟
味
之
趣
承
知
得
心
仕
外
間
、
此
度
領
-^
札
ャ
取
締
申
合
規
定 

':

之
^

1
之
.通
御
座
ゆ
.

■'
.

.

■'
:

:ー\
下
.掃
除
代
金
之
儀
、：
鄉
厫
敷
樣
方
ノ
內
先
年
者
廿
兩
位
差
出
シ
^
場
所 

當
f t
金
六
七
拾
南
.

11

相
成
^
も
有
之
、
町
方..の
義
.も
先
年
若
拾
兩
之
場 

所
'當

B #
三
，
四

拾

兩一一.相
成
外
分
^
有
之
、k

者
御
m
敷
方
町
方
'共
ニ
.
尊 

.

.保
年
.中
々
之
引.付
代
‘金11

:て
掃
除
致
、パ
或
若
御
由
縱
有
之.無
代
.
.
|
!
而
.僅 

•

.之
品
物
差
：即
し
掃
除
仕
來
り
外
茂
有
之
區
々

！1

御
座
外
間
、'右
高
直(II  

相
成
14
.隹
所
：之
分
、
延
享
寬
延
年
中
之
振
合
を3!當
1
1致
、
代
命
引
下 

方
.之
義
相
對
致
外
樣
可
取
計
事..
\

1

前
々
及
掃
除
仕
.來
り
^
.
も
，の
有
之
場
.所

：
を
_
、

他

村

ぶ

觀

落

ゆ

俸

決

而

致 ，間
敷
.、.
若
心
得
違
觀
落
外
者
有
之-u
l
.ハ
-\
、
其
村
役
人
江
懸
合
先
罾|̂ 

之
も
の
へ
差
戾
'ゾ
、
其
上
：邏
廣
と
し
て
錢
.五
貫
文
羅
外
者
ょ
り
差
出
せ
、
 

右
錢
者一

件
入
用
.
1ー
ン
遣
拂
可.申

事

. 

•

一
御
屋
敷
樣
方
由
緖
有
之
旨‘を
：&
掃
除
人
御
引
昝
被
成14
»
類
、
去
酉
年
十 

月
迄
之
分
ハ
其
通-
致
置
、
，
，十：

一
月
中
右
一
件
相
願
申
上
外
ぶ
右
砵
之 

義
被
仰
聞
外
共
御
斷
申
上:'
新
規
之
者
引
請
妙.義
無
之
積
、H
か
人 

與
相
對H:

而
譲
渡f

 .

之
義
ハ
.格
別
之
事

.
附
町
方
之
儀
も
右
淮
家
主
.好身
、
有
之
外
共
新
規
引
請
之
義
者
堅
致
間 

,
敷
、
是
又
仕
來人
、與
湘
對：」1

て
譲
渡
等
之
義
ハ
..勝
手
次
第
仕
外
稹
之

事

：

.
，:

•.
 

■

ー
掃
除
之
.

.

も
.の
不
調
法
之
筋
有
之
外
微
、
'又
者
背
：|
:

意
外
_類
有
之
外
節
者
、 

其
段
其
村
役
人
江
御
通
達
被.下
次
第
早
速
掃
除
人
引
替
、
御
差
支
無
之 

樣
可
取
許
事
..':
/

へ

、
.
.

但
町
方
迚
も
右11

淮

外

事
:.

一
御
崖
敷
樣
方
之
內
御
由
緒%
，之
、
■
之
納
物
に
て
被
下.置
外
分
、
又
.者 

代
.金
餘
度
差
出
.高
直
.-

，當
冲
分
も
、
賣
賀
直
着
無
差
別
高
直

I
I

取
引
致 

來
外
處
、
以
來
者
船
路
遠
近.1!

隨
ぴ
、
，
田
方
仕
入
之
雜
褒
艘

11

付
代
金
.

 

三
分
汐
壹
兩
位
迄
、ノ
麥
作
仕
入
之
節
同
壹
艘
媒
_分
戒
朱
ぶ
三
分
位
ニ1
、

其

間
—

ハ.
i

艘
代
金
.

威
分
威
朱
位
ユ
賣
㈣

、
_

附
之
分
茂
道
法
遠
近
|

ー.

.

.

.

隨
，ひ
壹
分
_
1

付」

ー
ー
駄
半
次
五
駄
位
迄
ニ.賣
捌
.外
樣
.可
致
冰
事 

一
右
申
合
之
趣
を
双㈣
屋
敷
樣
並：

テ
町
方
共
相
對
可
仕
外
、
尤
御
屋
敷
樣 

'方

-
格
別
、
，町
方
掃
除
代
金
者
象
主
所
得
，

If

相

成

外

趣

描

聞

、

對

談

.も 

御
屋
敷
樣
ぶ
.六
へヶ
敷
：̂
得
者
何
ヶ
度
も
相
掛
合
對
談
相
調
外
捸
可
仕

.

'

 

.

三
七：

2

ニ
五)

都
市
近
§

の
.農

業

經

營

に

關

す

：る

.
ー
琴
察



.
奮

學

鑫

誌
'
:
第s

十

八

卷

.

.
、
第

一.
.

■■
.
 

.

■

:

■

• 

.

. 

.

. 

- ■ 

■ 

: 
■
■'
' 

-
. .■

,
:
外

、
'.

若
童
共
我
意
申
張
相
談
致
兼
外
義
も
有
之
^

ぐ
气
'
:
' づ
統
申
合
：
 

日
数
1

5

十

日
, %

撤
除
相
休
可
申
外
、
勿
^

'

支
ゆ
樣
成
義
決
.

而
致
申
間
敷
外
事
，
：
.

V

.:■
:

:

':
:
■
.

/

.

.

.

右

條

々

领

々

村

々

.：
一
.
：
同

申

合

一

決

仕

.
外

/ -
'
一
 

付
、
,
領
限
村
々
連
印
仕
一
：札
差 

上
申
所
相
違
無
御
_

ゆ
、
：全
.ク
舊
冬
奉
願
佛
以
來
度

.々
.受

‘
御

吟

味

御

威

光

. 

を

以T
is :

成

ヶ

衝

八

、
百

七

.拾

，
四

グ
.
村

1
.

統
申
談
行
屆
' 

.前
書
泛
通
規
定
.證
. 

蓄

上

，申
H

便
難
有
'
乘
存
外
、
，.然
ル
.上
啫
右
規
定
之
.趣

永

年

無

，

失

檬

急
 

度
相
守
.可
_

14
.

、
..若
作
法
を
亂
外
も
の
有
之
从
ハ
.、
其
時
宜
敷
一
一
隨
ひ
罾 

.
重
ラ
取
計
可
申
外
、
.
仍
差
上
，_

規
定
證
文
如
件
-

'

:

:

年
號
月
日
：'

に
..：

,

:

誰
御
代
官
所
ノ 

：

.

.

V

:'
-

,
誰
知
珩
所
：

.;

:

f
:
:
,
.
'.
.
何
國
何
那
何
領
.

,

■'
'

、

:

.
煎

村
'

誰
，
:

..
-

,

• 

. 

. 

. 

- 

/
 

■ 
. 

• 
■ 

e
-
n 
■

.,

御
奉
行
所
：

'

こ
の
議

定

書

は

讓

ニ

年(

マ
七
九0

)

 

士
一
月
の
代
金
引
下
の
歎
願 

書
に
對
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
直
後
では
な
か
つ
た
か
と
推
測
さ
れ 

る
。
こ
れ
に
ょ
れ
ば
尊
時
下
肥
の
取
引
直
段
は
武
家
屋
敷
の
金
六
拾
兩

(

一
 

年
間
か
：

)

か
ら
享
保
年
中
の
引
付
直
段
を
續
け
て
い
る
も
の
、

.

或
い
は
無 

代
の
場
4

尋
に
至
る
ま
で
極
め
て
區
々
で
あ
つ
た
事
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ 

を

船r

艘
に
っ
き
金
二
分
一
一
朱
か
ら
一
雨
、
三
駄
半
乃
至
五
駄
で
金
一

分 

と
債
^

®
 I

を
行
わ
ん
と
し
て
い
る
の
は
注

目

す

べ

き

で
あ
る
。
か
^

こ

:.
■

'

V

:,
.

一

.

三

八

'

'

(

一
二 
六)

.

:

■
.

:
••
.
: 

r

;

-

-

■

,
 

-

■■
:

•

 

C

8

 

.

の
揹
置
が
直
ち
亿
實
行
に
移
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
メ
し
か
し
單
に 

價
格
の
引
下
げ
を
定.め
た
の.み
で
な
く
、.場
合
に
よ
つ
て
氏
値
上
げ
に
.な 

る
.

か
も
知
れ
な
い
價
格.の
練1

を
定
め
.た
事
は
こ
の
頃
か
ら
漸
く
下
肥
が 

經
濟
財
と
し
て
債
値
を
持
ち
' 
市
場
價
格
の
成
立
を
見
る
に
至
っ
た
樣
に 

な
っ
た
事
灰
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
ア
價
格
の
騰
貴
は
蔬
菜
等
を
中
心
と

」
'

す
る
畑
作
の
■商
品
®

の
生
產
が
發
展
乙
、

：

需
要
'の
增
大：

を
み
た
f

で 

.あ

ろ

ぅ

。
，
又

、
.下
肥
の
敗
則
は
--
*
'
:
:
っ
：の

猶

利

化

し

V

い
.た

事

は

顧

賣

の

.制 

ノ
限
を
擧
げ
て-い
る
事
か
ち
も
推
測
さ
れ
る。
：
：

. 

'

 

,

.
S

V
右

：の
議
定
が
：取
替

さ

'れ
た
直
後
と
考
え
ら
れ
る
が
、.寬
政
三
¥ 

,

 

'
1

月
.の.
.肩
箸
村
，文
書
：.

「

ホ
掃
除
直
段
引
下
ヶ
方
小
前
帳

」

は
こ
の
村 

.:

•の
者
が
當
時
掃
除
を
行
っ
て
い
た
取
引
關
係
を
調
べ
て
い
.る
。
こ
れ 

に
よ
り
議
定
の
、實
亂
が
決
し
て
圓
滑
に
行
か
な
か
っ
た
.事
、'
及
び
：取 

■

引
價
袼
が
非
常
に
個
別
的
で
あ
づ
た
事
を
知
り
得
る
。
次
頁
第
四
表 

.

.

夂
示
す
。
'

■:

.
一
 

こ
の
_
に
下
肥
は
幕
末
に5£
ず
く
に
っ
れ
殆
ん
ど
商
品.化
し
、
' 從
來
の. 

性
格
を
變
え
て
来.た
。
：
勿
論
そ
の
市
場
價
格
は
完
全

「

に
形
成
さ
れ
た
わ
け 

で

は

な

く

、
，
從

來

の

「

由

緒J

に
よ
る
例
外
は
多
か
っ
：た
と
は
言
え
、
こ 

の
■
な
睛
入
肥
料
へ
の
轉
化
は
、
：：或
る
意
味
で
近
郊
村
の
肥
料
面
に
お
け 

る

農

業

經

營

の

特

殊

性

を

喪

先

さ

，せ
、た
事
に

.も
な
る
。

.'

.

で
は
こ
の
下
肥
の
憤
裕
は
反
當
何
程
を
要
し
た
の
で
あ
ろ
5
か
。,
反
當 

の
必
要
肥
料
の
數
量
は
、
前
掲
の
享
和
年
間
の
八
幡
塚
村
明
細
帳
に
示
さ 

'れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
田
一
反
に
っ
き
/
'拍

一

石

、
.
下

肥

四 

十

荷

、.畑

一

反

に

、っ
き
下
吧
ー一
十五
荷
と
な
っ
.
て
居
り
、

一
カ
«

砠

の

方

O O O O O O O O O O
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w來

P

4

0

は
®

當

時

一

，
艘

： =

五
十
荷
が
益
ニ.分
一
一
朱
乃
至
一
兩
で
あ
る
。
卽
ち
田
. 

一
反
に
，
つ
き
下
肥
金
ー
ー
分
乃
至
兰
分
、

畑

I.

分
ニ
朱
乃
至11

分
程
度f

な
. 

る
。
由
に
は
こ
の
他/
粕
が
用
い
ら
れ
る
が
こ
の
値
格
は
不
明
で
あ
る
タ
. 

こ
れ
は
果
し
て
農
民
自
身
が

S
H
T

し
の
勞
働
カ
に
ょ
つ
て
運
般
ダ
し
、.
江
戸 

か
ら
購
入
す
る̂

^

か
、
そ
れ
と
も
業
考
か
ら_

入

す

る

の

.か

不

明

ヤ

あ 

る
が
、少
く
も
反
當
こ
の
程
度
の
胞
料
購
入
を
必
聚
と
ず
る
の
で
あ
づ
て
、 

そ
.：の
額
は
相
當
高
い
も
め
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
ぃ
？
商
品
生
產

^

最
も
發
< 

展
し
た
.と
言
わ
れ
る.近
畿
綿
1

帶

に

お

い

て

も

、
：
綿

，作

に

要

す

る

反

當

の

肥

料

：
ハ
鰊
/
柏)

は
i

 
.
天
保
初
年
に
お
ぃ
ズ
銀
五
十
五
匁
以
下
で

'
.

 

.'
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.

 

•

•

 

.
*

 .

部
市
近
郊
村
の
農
業
徤
營
に
關
す
る
.一
考
察
'

ヽ
 

t
 j〕

 

、

■̂ 

5

 

あ
り
、
又
關
東
に
お
け
る
事
雜
は
、
' 
胃
頭
に
示
し
た
練
馬
附
近
農
家
の
事

例
を
除
け
ば
、.金

•一
 

分
前
後
と
な
っ
て
い
る'0
從
っ
て
、
傲
か
の
例
で
は

，あ
る
が
、
下
肥
の
利
用
は
決
し
^
安
償
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

ぃ
か
:0
.
そ
れ
故
、
こ
の
價
格
引
下
げ
を
め
ぐ
っ
t

町
方
と
の
間
に
屢
々
交
渉

を

繰

返
.1
^
て
い
る
の
で
あ
る0 

.

,

.(

註
'
一〕

古
島
敏
雄
，
永
原
慶
ニ
著

『

商
品
生
產
と
寄
生
地
主
制

』

昭 

:

和
一
一.十
九
年
、
ニ
 

P

六
頁
所
肷
の
表
ょ
り0

.

.- 

.(

註
.ニ
>
 

.戸

谷

，
敏

，之

著

『

德

川

時

代

に

於

.け
る
農
業
經
營
の
諸
類
型

』

.

.

.

C.

ア
チ
'
ッ
.ク
，、、へ.ユi

ぜ
.
.ア
A
'ノ. —

ト
第
J
:A)

昭

和

十

六

年

、
.‘
八
五

' 

-
. 

...

:
-■'
■

*

'

三
九
-

(
1

 

ニ
七)



H
田
學
會
雜
誌
‘
第

四

十

八

卷

第

ニ

號'.
.
.

.

V

.

，.頁
以
下
の
關
朿
地
方
.

に
.

お
.

け
：る
.

農
家
の
.

收
支
計
箅
例
よ
り
。

' 

ふ
.

江
戶
西
部
の
多
摩
郡
下
井
草
村
文
書
に
、
名
主
井
口
家
の
掃
除
日
記
が 

.あ
る
。_

が
幕
末
の
數
.弈
鼠
に
す
ぎ
な
い
め
で
こ
れ
の
み
を
以
っ
て
全 

.體
を
推
量
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
が
、
內
容
を
檢
討
し
て

.み
よ
う
。
こ
の 

家
の
掃
除
場
所.は

こ

の

耗
.(

慶
應
一
ー:?
三
年
V

を
通
じ
て
江
戶
麴
町
六 

丁
目
、■
平
河
町
、
：及
び
江
戸
城
西
丸
馬
厩
で
こ
の
他
5±
馬
翼
及
獸
店
の
糞 

を
運
搬
し
て
い
る。

®

 ニ

年(

.一
八
六
六.)

の
，例

を

と

れ

ば

、
.
下

肥

蓮 

撖
日
數
は
年H

A

五
日
に
達
し
、

一
年
の
約
八
割

M

及
ん
で
い
^

又
そ 

の
.數
量
は
合
計.一
一
九
一
.

.五

駄

"
約
 

一
ニ
0

〇
荷
で
あ
り
、
か
な
り
多
量‘
. 

で
あ
る
。
こ
の
家
の
自
作
經
營
面
積
は
全
く
知
り
得
な

.い
の
で
あ
る
が
、
へ. 

'
そ
れ
が
決
し
て
大
き
く
な
か
っ
た
事
は
前
節
で
，示
し
た
第
三
表
の
濃
業
收 

入
よ
り
推
測
し
得
る
。
從
つ
て

I

右
し
こ
の
一
一
一
〇

〇

荷

の

す

べ

て

が

自

作 

地
へ
投
ぜ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
前
記
八
幡
塚
村
の
田

I
反
に
っ
き
四
十
荷
、 

畑
.一
一
十
五
荷
と
言
う
施
肥
量

：^

當
て
は
.め
る
と
、
そ
の
面
積
は
四
町
前
後.
 

と
な
り
、.
.聊
か
過
大
に
失
す
る
。
む
し
ろ
自
®

以
外
の
、
小̂

^

に

對
■ 

.
し
て
も
投
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
た
方
が
穩
當
で
あ
'
る
。
：
し
か
し
特
に
肥 

•
料
代
と
し
て
の
收
入
は
、
金
錢
出
納
帳
に
出
て
來
な
い
か
ら
_
胄
と
は
言 

え
な
い
。.し
か
し
こ
の
下
肥
を
自
分
で
運
搬
す
る
場
合
、
河
川
の
利
用
が 

行
わ
れ
衡
な
い
處
で
は
非
常
な
負
擔
と
な
っ
た
事
は
容
易
に
想
像
し
得
る

.
 

の
で
あ
る
。
こ
の
井
口
家
，の
場
合
、
こ
れ
だ
け
の
下
鬚
搬
に
、
水
く
と 

も
一
人
の
苽
業
勞
働
カ
と
荷
靡
を
必
要
と
し
て
い
る
事
は
、
逆
に
こ
う
言 

っ
た
餘
カ
を
持
た
ぬ
小
農
民
に
と
っ
て
は
、
自
力
で
運
搬
を
行
う
事
は
殆

_ 

ん
ど
不
可
能
で
あ
つ
た
事
を
意
味
し
て
い
る
。
、
こ
の
面
か
ら
も
自
己
の
小

ノ
 
-

 

.

■'
■

.-
四

〇

(

一
 

ニ
八)

•

作
人
に
對
す
る
下
肥
の̂

^
を
地
主
が
行
っ
た
.事
は
十
分
考
え
ら
れる 

し
、
又
更
に
は
轉
賣
し
.、
下
肥
霧
業
者
の
發
生
を
見
る
事
も
あ
っ
た
の 

で
あ
る
。
'第

—'
表
に
示
し
た
一
農
家
の
收
支
計
算
例
中
、
肥
料
運
賃
が
大 

き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
も
の
も.、そ
の
數
字
の
正
確
性
は
別
と
し
て
も
、 

.納
得
し
.得
る
で
あ
ろ
ぅ。

,

:

.で
は
こ
の
下
肥
に.は
ゼ
れ
だ
け
の
金
額
が
支
拂
わ
れ
て
い
る
の
か
。
畠 

應
ニ
年
の
金
錢
出
納
帳
中
に
あ
る
下
掃
除
代
金
は
十
一
雨
が
、
..江
戶
麴
町 

六
丁
目
の
家
主
佐
吉
と
、
平
川
町
の
家
主
新
兵
衞
へ
：支
拂
わ
れ

、
' 又
別
に 

金
兰
分
が
'西
丸
御
廐
へ
支
拂
わ
れ
て
い
る
が
、
是
は
當
然
掃
除
代
と
み 

ら
れ
る
。
若
し
.こ
れ
が
こ
の
年
の
下
肥
三
〇
〇
駄
弱
に
對
す
る
全
代
金
で 

あ

-？
)
と
す
れ
ば1

駄
約
〇
.，
六

泶

、と

な

り

-'
.第
四
表
に
揭
げ
た1

年
間 

の
角
窖
村
の
場
合
と
大
差
な
い。
' こ
の
事
は
幕
末
に
お
け
るi

騰
貴
の 

，背
景
を
考
え
れ'对
そ
の
ま
ま
受
取
り
難
い
も
の
が
あ
か
。
同
年
の
掃
除
日 

.
'記
、

九
月
の
と
こ
ろ
に.

「

慶
應
M:
年
寅
九
月
五
日
ね

.つ
は
村
.

(

現
在 

.位
®
不
明=

引
用
者)

■定
七
ク
賈
申
候
金
戴
拾
五
雨̂:
分

也」

.と

言

ぅ 

記
載
が
あ
る
の.は
、
掃
除
地
域
の
家
主
に
安
拂
れ
た
前
記
金
十
一
兩
三
分 

以
外
に
下
肥
代
の
支
出
が
あ
っ
た-4
の
と
理
解
す
る
の
は
不
當
で
あ
ろ
ぅ 

.か
。
九
月
五
日
の
金
錢
出
納
の
記
載
に
は
何
等
是
に
類
す
る
も
の
■を
見
出 

し
得
ず
、
又
同
月
九
日
に
金
二
十
三
兩
で
馬
を
賢
っ
て
居
り
、
或
い
は
こ 

の
事
を
指
す
の
か
も
知
れ.な
い
.が
、
若
し
二
十
五
雨.一一.分

が

下

肥

代

で

.ぁ 

る
と
す
れ
ば
家
主
べ
鼠
接
支
拂
わ
れ
る
分
以
外
に
、
伸
介
業
者
と
目
さ
れ 

る
第
三
：者
に
相
當
の
金
額
が
交
拂
わ
れ
て
い
る
事
を
意
味
す
る
。

■■

何
れ
に
せ
よ
、
幕
末
に.お

い

て

は

、

下

肥

は

完

全

に

_

入

肥

料

と

な

つ

て
居
り
、
農
業
經
營
費
中
に
示
さ
れ
る
比
重
は
か
な
り
高
い
も
の

.と
.

な
つ 

て
い
る
の
で
あ
る'0
-
し
か
も
、
こ
.の
他
運
搬
費
を
考
慮.に

入

れ

れ

ば

、
'
近 

郊
農
村
た
る
事
は
肥
料
入
手
の
土
で
決
し
て
有
利
，
あ
っ
た
と
は
考
え
ら 

れ
な
く
な
る
。'更
に
又
、
購
入
肥
料
は
單
に
下
肥
の
み
で
は
な
い
。

'慶

釋
. 

一'一
年
の
井
口
家
金
銭
出
續.は
、
.こ
の
他
に
灰
一
俵
、
：錢
ニ
貫
六
百
文
、 

及
び
糠
：

(

是
は
铜
料
や
赓
物
用‘に
も
利
用
さ
れ
た
で
あ.ろ

ぅ)

に
一
一
十
一
一 

兩
三
朱
の
支
出
を
し
て
い.る
。

從

っ

.て

探

草

地

や

淫

燦

地

を

有

す

る

農

村 

に
比
す
れ
ば
そ
れ
だ
けi

的
色
彩
は
薄
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
幕 

末
の
近
郊
農
村
に
お
い
て
は
、
下
肥
は'干

鰯
.-
油

粕

等

々

と

實

質

的

に

は
 

同
種
の
：金
肥
と
見
做
さ
る
：ベ
き.で
あ
ろ
ぅ
。
そ
れ
故
、
こ
の
面
か
ら
の
商 

■品

生

產

，へ

の

依

存

は

更

に

强

く

耍

求

さ

れ

る

事

と

な

っ

た

。
■■
.

,

四
勞
賃
及
び
其
他

.の

條

件

:■
■' 

都
市
は
農
村
に
比
し
就
業
の
機
會
が
多
く
、：、
商

H

業
の
發
達
は
都
市
に.

 

對
す
る
人
ロ
の'集
中
を
も
た
ら
^

逆
に
農
村
にお
い
て

は
勞
働
入
口
の 

相
對
的
な
減
少
の
た
め
、
人
口
及
び
生
產
力
の
停
滞
を
見
せ
て
.い
た
事
は 

I.

般
的
に
見
ら
れ
る
如
く
で
あ
る
。

こ
め
場
合
、

.
近
郊
農
村
は
、：
都
市 

そ
れ
®

に
お
け
る
1

、

運

輸

交

通

等

の

勞

働

部

門

へ

，
の

腐

傭

ノ

及

び 

都
市
の
手
3:
業
の
賃
仕
事
に
對
ず
る
履
傭
等--
>
そ
の
影
響
を
f

强
く
受 

け
ざ
る
を
得
ない
。

村
明
細
帳
を
通
じ
て
伊
罾
の.

一：地
方
都
市
周
邊
の
農 

.間

餘

業

の

例

に

も

見

ら

れ

る

如

<'
°

、

隣

接

農

村

の

場

合

に

は

都

市

產

業

へ

.

の

依

存

度

は

か

な

り

强

い

。

江

戸

，は
ど

.ち
ら

か

.と

言

え

ば

消

費

都

市

で

あ 

り
、
手H

業
等
に
對
す
る
親
傭
は.少
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
，
當
時
に
お 

け
る
大
都
市
と
し
て
農
村
勞
働
力
に
對
す
る
大
き
な
贩
.引
力
を
持
つ
て
い

•

 

V

 

,

 
•

 

•

都
市
近
郊
村
の
農
業
經
營
に
關
す
る
一
：
考

察
1

た
の
で
あ
る
。

'
. 

.

(

註)

'
拙
稿
.

「

村
明
細
帳
を
通
じ
て
み.た
伊
勢
の
■農

村

と

都

'
市
1-
三

田 

.

.學
會
雜
誌
第
四
十
七
卷.第
五
號
七
四
頁
以
、下
。
四
，日
市
宿
に
隣
接
す 

■

る
村
の
作
間
稼
は
日
麓
稼
、
糸
繰
、
木
綿
織
等
が
見
ら
れ
、
他
の
地 

V 

"
.
域
；と
.明
ち
_か
に
區
別
.
$
.れ..て>
,い
る
。
.

■
こ
の
_
な
事
情
は
近
郊
農
村
の
農
業
經
營
に
か
な
り
大
き
な
影
響
を
與 

え
た
も
の
.
と
考
え
ら
れ
る
。
卽
ち
農
業
勞
働
力
の
不
足
は
、
當
然
賃
銀
を 

■:
高
騰
せ
し
：め
た
の
で
知
る
。
無
論
、
當
時
に
お
い
.て
は
未
だ
勞
働
市
場
の 

成
立
は
見
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
褪
つ
て
こ
の
樣
な
m

^
l i

係
の
^
砠 

に
も
■

が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
當
然
で
あ
る
が
、
こ
.の
樣
な
方
向
へ 

の
變
似
ば
徐
々
に
進
ん
で
い
た
。
近
郊
農
村
の
村
明
細
帳
に
も
、
次
の
如 

き
興
味
深
い
記
歡
“か
み
ら
^i

る
の
で
あ
る
。

.

.

.

.

.

J
.

一
 

'近
來
ハ
百
姓
奉
公
；人
殊
之
外
掷
底
ニ
付
、
給
金
至
而
高
直
“一
相
成
、

-

耕
地
之
稼
—
而
；ハ
引
足
不
申
候
、
依
之
近
頃
ハ
大
高
所
持
仕
候
百
姓 

.' •
:奉
公
人
給
金
高
直
レ
故、
' 年
肥
之
代
引
負.ニ
親
成
：
農
業
渡
世
斗
一
一.
 

,
;
:
.
声
ハ
取
續
蒹
、
難
衰
仕
候

」

' ,
:::
 

:

一
こ
の
記
載
は
武
藏
國
没
原
郡
八
幡
塚
村
の
享
和
ー

1

年

0
ー
 

八
〇
ニ)

と 

掃
定
さ
れ
る
村
明
細
帳
に.見
ら
れ
.る
。
こ
の
村
が
！̂

道

六

鄕

■

場
で 

.
あ
ヶ
、
特
殊
.な
條
件
.に
あ
る
た
め
、
こ
の
記
載
た
だ
一
例
を
以
つ
て
近
郊 

農
村
の
代
表
と.な
す
の
.は
餘
り
に
危
險
で
あ
る.が
、
.給

金

の

高

額

で

あ

.つ 

.
た
と
言
ぅ
事
寶
と
、
そ
の
影
響
が
特
に
屜
傭
勞
働
カ
に
依
存
す
る
大
高
持 

百
姓
に
痛
く
響
い
ヤ
い
る
事
を
示
す.點
で
置
要
で
あ
る。

' 
-■ 

£

)

.
野
村
#
太
郞
編
著『

射
明
棚
帳
の
研
究』

ニ
六
〇
頁
。

.

.
'.
四

一

(

一
一
一
九)



第 5 表下井草村一農家の家計.(文久4年）〔指数の出し方は第3表 :̂同機〕
. • - . . . . . .  ' ' - '

.....飞.: 金 : 錢 す 旨 數

收 合 ，計 100雨 3分 ;1朱 156/362文 282

入
農 • . 業 74雨 2分 26/632 文 175

燃 料 : 26雨 :L分 1朱 4 2 9パ 30文 107 '

....舍 計 88兩 3ゴ 1朵 • 315[パ 682文 306

1 生 活 費 47兩1分 2朱 295/ 邮 文
.V ...

206 '•

農業 •燃料生產費 41兩 i分 20/265文 100

出

內譯
奉
農
種
馬
飼
薪
其

肥 料 代  
公 人 給 金 、. 

具 代  
子 代  

維 持 費  
料 代  
山 代  

他

9 兩 ' 
14兩 2分 3朱

1 兩 ’
5 兩1分 2朱 . 
10兩 2分 2朱 

3分

5/400文 
1 パ1即文 

360文 
3/786 文 
1 /608文 
2/048文 
5 ,903文

20.0
35.1
-■■■ •

3.5 ' 
12.4 
24:4 ,
3.5

差 引 + 1 2 兩1分。 , — 159 , 220文 — 24

三
田
學
會
雜
；̂.
:
'
第
四
汁
八
卷
。
第±:
號

.へ

,

:

:

:

* 

:

.

■

 

'‘ゾ

.〈

■
/,.

 

.

 
: 

'

 

.

.

.

.

 
.

 -

 

- 

. .

 

.

■

-...

■■
;

.で

は
—*
體

，一_

村

と

比

べ

て.ど
の
程
度
の
差
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
へ 

解
答
は
殘
念
.な
.が
ら
.今
直
ち
に
示
す
事
は
不
可
能
の
樣
で
あ
る
。
農
村
に 

.■お
け
る
奉
公
人
給
料
は
、
そ
の
條
件
に
ょ
り
®
だ
し
W
差
違
が
.あ
り
、
：'平」 

均
的
な
故
字
を
得
る
た
め
に
は
成
る
可
く
多
く
の
■奉
公
人
請
狀
、

：

.

.經
營
帳
：
 

，
簿

等

の

實

例

を

得

ね

ば

■な
ら
な
い
。
そ
れ
を1

般
の
農
村
ど
近
郊
農
村
に 

.っ

い

ズ

檢

出

し

た

上

：で

'な

け

れ

ば

比

聲

定

は

不

可

能

で

あ

る

.0
と

の

間 

題
は
經
營
史g

能

の

土

：に
甚
¥
重
.耍
な
分
酹
の
.，ー
っ
と
考
え
ら
れ
る
の 

で
、
後
日
稿
を
改
め
て
檢
射
す
る
事.に
し
た
い
。
.

'

',
;
• 

:
/

.
第
五
表
は
、
第
三
表
と
同
、じ
く
、
下
井
草
村
井
口
家
の
文
久
四
年

.

(

一. 

A
六
四)

金
毁
出
納
略
か
ら
、
同
家
の
農
業
經
營
に
お
け
る
奉
公
人
給
金 

の
比
荦
を
求
めA
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
支
出
の
約
三
分
の

H

は
家
庭
を
. 

維
持
す
る
生
活
费
に
當
て
ら
れ
、
.
か
な
り
の
生
活
水
準
を
物
語
っ
て
い
る 

が
、
殘
り
の
生
產
費
中
最
大
の
項
目
を
占
め
る
の
.は
こ
の
奉
公
人
給
金
で 

あ
る
。
尤
も
こ
の
內
に
は
家
事
使
用
入
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
知
：れ

.な 

い
。
次
頁
に
こ
の
分
の
卧
細
を
示
し
た
。

右
の
記
載
か
ら
、
こ
の
年
同
家
か
ら
給
金
を
受
け
る
奉
公
人
は
由
五
郎 

直

篇

、
お
い
き
の
三
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
五
兩
ー
分
、
ー
ー
爾
三
分
ー
杗
と 

.錢r

一
百
文
、
壹
兩
が
支
拂
わ
れ
て
い
る
事
を
知
る
。
こ
の
外
日
雇
手
間
賃 

と
し
て
ニ
雨
三
朱
と
二
貫
五
百
文
が
數
度
に
亙
り
吏
出
さ
れ
て
い
る
。
是 

等
は
こ
の
■年
に
實
乾
に
茭
拂
わ
れ
た
金
額
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
如 

に
は
翌
年
分
の
前
貸
し
も
含
ま
れ
、
又i

の
給
付
も
あ
っ
た
事
は
、
慶 

應

四

年「

萬
覺
帳」

に
奉
公
人
權
兵
衞
り
對
し
大
麥
一
俵
が
興
え
ら
れ
て
. 

い
る
事
か
ら
/

^

さ̂
れ
る
。
從
っ
て
こ
れ
ら
の
諸
事
情
が
明
ら
か
に
な

四
ニ 

(
1

三
.〇)

*

 

V

(

ニ
月)

廿
五
日

金
三
分
治
郞
吉
手
ま
代
渡
ス 

(

三月

)

四日

:

金
壹
兩
..
由五郎給金
 

0
1

一
月)

五
日

金

壹

兩

.
お
.い
き
給
金 

(

三
月)

十
二
日
.

金

贰

南

.

.
直
次
郞
給
金
- 

同 

- 

_

金
贰
雨
貳
分
：
由五郎給金 

(

.四月

)

十1

日
_

'金贰
分
小
洽
井
留
嗜
手
ま
代 

外
金
#i

分

-:
''.
同
人
遣
ス

S
.月〕

十
四
日 

.金
^
分
..トー
，一
百
文

,
治郞吉手ま

(

六
月)

九
日
'

:
金
贰
分
：か
し
：
.直
治
郞
給
金
'

(

六
！

n
0

 
廿

日

-:
:

‘
.
へ.
.

金
甙
分
三
朱>

.

' 

}

 

.

ベ
寰X

七
.苗

文V

 

:

v

,

v

.
■■
仕
着
せ
物
之
^
 

三
.河
や
拂
.と
も 

(

七
月)

六
日
ぺ
::

て

-:

.
金
壹
分
贰
朱
.
猶
治
給
金
か
し

(

七
月)

九
日

金M

兩

也

そ

：
ふ
.
金
. 

C

七
月)

十

三

日
.

三百丈おきん日雇代
 

C

八
月)

十
三̂
日

.

金
壹
兩
三
分
由
五
郎
^
金

(

十
月
X

日

.

金
壹
兩
ト
"

'
直
次
郞
か
し 

.,-\
一
 

百
文
丑
給
盛
分

' 

:
.

(

十
月)

十
九
日

五

百

文

■

ま
ま
尚
代

渡
ス

撺
右
衞
.門
度
ス

_
 

.長
'' 

’藏
渡
ス

c

十
二
月)

七
日 

\

■
 

、
 

： c

虫
き 

金
«:
:分

，三

朱

ト:.
 

P
金

"

:

«
/
.
五

苗

史

お

せ

き

(

十
.

一,  
一•月)

.十
二
日
'

三

百

文;:
'
,
:
:
串
ま
三
人

.(

十rl

月)

甘
八
.自；

文

.
 

'
仲
右
衛
P I
氐
遍
代

同

..

.

V ,
.

: -
; ;
-
'

.六
百
.文
.：

傳
右
衞
門
日
雇
代

'同

-
..

;,

金
三
朱
.
..
.

.
權
右
衞
鬥
日
雇
.代

ら
ぬ
.限
り
、
奉
公
人
一
入
當
り
：の
.賃
銀
が
ど
れ
程
で
あ
つ
た
か
は
不
明
で 

あ
り
、
又
幕
末
の
變
動
期
の.事
で
あ
る
か
'̂

こ
こ
か
ら
は
問
題
の
解
答' 

は
與
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
一.農
家
の
經
營
に
と
つ
て
、
給
金
の
占
め
る
比 

.

.率
が
大
き
い
事
を
示
す
に
と̂'
め
る
。
■又
、
.若
干
附
言
す
れ
ば
、
.
こ
の
年 

の
こ
の
家
の
收
支
計
算
は
不.足
分
を
生
じ
て
い
る
が
.、
.こ
れ
は
生
活
費
中 

に
金
十
.ニ
兩
、
錢
ニ
十
貫
の
婚
體
費
用
が
含
ま
れ
て
居
る
事
に
ょ
つ
て
い 

る
が
、
收
入
が
果
し
て
こ
こ
に
示
さ
れ
た
金
額
の
み
で
あ
る
の
か
否
か
は 

疑
間
で
あ
る
し
、
，
又
支
出
に.つ
.い
て
も
年
貢
■

の
記
載
が
な
い
の
で
家 

計
全
體
と
し
て
の
餘
剩
の#
無
、
そ
の
金
額
に
つ
い
て
は
一
切̂
M
で
あ 

.る
0

:

V

小
作
料
•
土
地
價
格
に
づ
い
て
も
、
旣
に
村
明
細
帳
等
の
|3
載
を
通
じ 

て
示
さ
れ
て
い
る
以
上
に.賓
證
し
得
な
か
つ
た
。
社
會
的
慣
行
に
つ
い
て 

も
同
樣
.で
あ
る
。
.肥
料
の
金
肥
へ
の
释
や
、
總
じ
て
惠
農
業
か
ら
所 

謂
商
業
的
農
業
へ.
.の
移
行
は
、
た
と
え
ば
入#.
採
草
地
利
用
な
ど
に
示
さ 

.

れ
て
い
る
舊
來
の#
落
社
會
の
.諸
關

係

を
屢
さ
せ
、
近
郊
農
村
で
は
そ 

.れ
は
ょ
り
早
く
現
わ
れ
る
事
は
十
分
考
え
’得
る
。
し
か
し
こ
.の
變
化
は
決 

し
て
完
全
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い0
例
え
ば
：ユ
ヒi

行
に
つ
い
て 

'も
、

「

そ
れ
が
し
て
行
く
の
は
遙
か
後
の
事
で
あ
づ

i
?

.

(

註)

ン
高
橋
文失
鄭

著『.

武
藏
保谷
村
鄕
土資
料』

ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ

I 

へ
.
せ
ア
ム
#
報
第
五
、
昭
，和
十
年
、
七
ニ.頁
以
下
。

;■
び

"

,

'

:
:奴
土
第
1
節
に
擧
げ
た
五
づ
：の
問
題
點
ひ
內
、
後
の
三
點
に
つ
い
て
は 

殆
ん
ど
解
答
は
f

ら
れ
な
か
.つ
た
し
、
又
、'前
の
一
B

に
つ
い
て
も
決

都

市

近

部

対

め

農

業

餾

營

忆

：翻
ず
：
る

f

考
察

四
三
：

(

ニ

.一
二
 

0



.

.

.:'
:

4

j

田
靼
脅
雜
誌
.

第.
四
十
八
卷
第
二
號

し
て
.滿

足

し

得

る

も

の

：
で

は

な

.い

。
從

つ

て

.近

郊

農

村

の

農

業

經

營

全

體 

.:
■
■に
つ
い
て
、.今
直
ち
に
結
論
す
る
事
は
不
可
能
で
あ•る
。
し
か
し
問
題
の 

-所
在
は
.一
應
示
し
得
：た

と

思

}
。

卽

ち

、
第
一
：

■の
®

種

類

の

點

に

つ

い 

パ
て
は
、
蔬
菜
等
の
都
市
消
費
物
資
の
生
產
.は
か
，な

り

.の

程

度

に

進

ん

で

い 

.
る
が
、
經
營
の
特
質
は
と
の
樣
な
篇
種
類
の
上
に
で
は
な
く
、
そ
れ
ら 

を
含
め
た
全
農̂

^
の
商
品
化
の
上
に
東
奴
ら
る
べ
き
で
あ
る
事
。
但
し 

.こ
の
場
合
、.綿
_

の
-0
:
.
業

原

料

生

產

の

場

合

と

ば

區

別

さ

れ

ね

ば

な

ら 

な
い
。
第
二
の
肥
料
の
點
に
つ
い
て
は
、
下
肥
の
商
品
化
に
伴
い
、
こ
：の 

.面
で
の
近
郊
農
村
の
鐘
性
は
、
，
金
肥
に
全
面
的
に
依
存
す
る
農
村
，

1

般

. 

.
■の
.內
に
解
消
さ
れ
て
行
つ
た
事
で
あ
る
？
從
つ
ん
若
し
經
營
の
上
か
ら
近 

部

農

村

の
..
#
質
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、5こ
れ
ら
の
ニ
點
は
、
そ
れ
を
含
め 

-
私
.ょ
り
廣
い
：範
圍
の
農
：̂

帶
の
特
質
と
ゎ
て
捉
え
る
べ
き
性
鍵
の
も
の 

で
あ
：ろ
ぅ
。
問
題
は
む
し
ろ
本
稿
で
は
解
明
し
得
な
か
つ
た
勞
賃

、
' '小
作 

料
及
び
■土

地

價

格

、
，
社

會

的

慣

行

に

お

.け

る

特

戴

に

存

在

す

る

の

で

は

あ 

る
^
い
か
。
.そ

し

，て.こ
'の
；樣
な
特
質
が
經
營
の
條
件
と
し
て
存
在
す
る
と 

'
す
れ
ば
、
そ‘こ
に
は「

近
郊
農
村」

と
レ
.て
の
、
'
他
と
は
異
つ
た
經
營
が 

見
出
さ
れ
、
又
資
本
蓄
積
や、
' 農
民
層
分
解
の
上
にも
.

一
般
ど
は
違
つ.た
： 

形
態
が
見
出
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
.德
川
時
代
の
.

「

近
郊
農
村」
• 

に
つ
い
て
の
學
問
的
な
内
容
規
定
も
、
こ
の
樣
な
問
題
が
解
答
さ
れ
ず
か
ぐ 

ら
下
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

■ 

四

四

(

一
三
ー.一)

ニ

近

，世

村

落

形

成

期

に

扣

け

る

'
.
:
.
：
.

■ -
:新

開

と

入

會

,
.-
;

•

•——

武
藏
國
多
摩
郡
連
光
寺
村
の
場
合

——

' 

-

.

.
 
.

:

.

.

.

.

.
■

:

•

安：
-
澤ノ策ニ

-
.『

は
し
が
き 

ノ t
l

:

村
！
^

!

^

.

.

.

.

' 

,ィ

：
經

濟

雪

'

.ロ

家

の

靈

.

.三

新

®
■
の
開
®

:

.:
四

-A
會
野 

.

:.
イ

.厨
論
、
.境
.論

.

\

 

.

ロ

.霊

、
’野
札

::
■■

ハ
：
百
姓
林
k

.

:

ニ
 

'対
法
.

.;
:

■

五

結

び

-

• 

/

.一

は

し

が

き
'
.

\
幕
雜
體
制
下
に
於
け
る
封
建
領
主
の
領
有
は

「

村」

を
單
位
と
し
て
S

. 

高」

.に

表

現

さ

れ

る

所

の

耕

地

と

人

の

結

合

、
卽

ち

生

產

手

段

と

：®

力

の
結
合
に
基
く
生
產
力
の
成
果
を
收
联
す
る
事
に
あ
る
。
封
建
領
主
と
農

.

. 

民
の
間
に
は
直
接
に
支
配
關
係
が
結
ば
れ
.̂
の
で
は
な
く
、'農

民

は

封

建
. 

領
主
の
領
有
す
る
生
產
力
の
一.要
素
と
し
て
、
生
產
力
を
量
的
に
表
現
す 

る

「

村
高J

の
分
割
分
で
あ
る「

持
高」

を
媒
介
に
封
建
領
主
と
關
係
す 

る
。
勿
論
最
初
は
檢
地.に
よ
っ
て
一
筆
一.筆
の
耕
哪
七
人
と
の
結
合
關
係' 

に
齎
ら
さ
れ
た
生
產
カ
の
量
的
表
現
の
總
和
之
し
て
、村
高
が
定
め
ら
れ
る 

が
、

一
且
定
め
ら
れ
た
村
高
は
そ
.の
村
の
生
產
カ
表
現
と
し
て
固
定
す 

る
。
定
免
制
が
施
行
さ
れ
て
ゐ
る
時
に
も0.
.
と
も
は
っ
き
り
現
れ
る
が
、
ノ 

檢
見
取
が
行
は
れ
て
ゐ
る
時
期
に
於
い
て
も
事
情
は
變
ら
な
い
。
例
へ
ば 

美
濟
f

本

巢

郡

祌

海

村

の

場

合

、
太

閤

檢

地

に

よ

つ

て

：一

-1

八
石
餘
の
村，

, 

高
が
定
'め
ら
れ
、
更
に
慶
長
十
六
年
に
は
大
久
保
石
見
守
に
よ
る
德
川
檢

. 

地
が
行
は
れ
て
三
四0
汩
餘
と
な
る
が
、
天
領
で
あ
っ
た
，一
兀
和
年
亂
の
年 

貢
^

：は
太
閤
檢
地
に.よ
る
村
高
に
か
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
兔
は
九
ッ
八
分 

で
非
常
な
高
率
に
見
え
る
が
、

M

的

に

は

石

見

檢

地

に

，よ

る

村

高

か

ら 

檢
見
に
よ
る
不
農
引
を
除
い
た
殘
高
に
對
し
.て
''五
ッ
位
の
免
と
な
る
。
寛.

' 

永
十
九
年
に
戸
田
氏
の
領
有
す.る
所
^

^
る
が
y

そ
の
際
に
も
一
1

A石
. 

餘
の
村
高
の
村
と
し
て
德
川
氏
か
ら
戶
田
氏
に
對
し
て
朱
印
狀
が
與
へ
ら 

れ
て
ゐ
る
。
戶h

氏
は
正
保
四
年
に
檢
地
を
行
び
、：
四
六

o

石

餘

の

內

高

，
 

を
定
め
た
。
天
領
の
時
代
と
戶
田
氏
入
部
.に
際
し
、
て

作

成

せ

ら

れ

た

と

思 

は

れ

る一

ー
册
の.名
寄
帳
が
あ
る
が
、
前

者

は

「

想
地
下
i
筒
帳」

と
書
か 

れ
、
地
下=

百
姓
の
持
高
<
許
は
太
閤
檢
地
の
高
に
等
し
く
、
.
後
者
は
表
：
 

紙
を
缺
く
が
百
姓
の
持
高
ム
爵
は
石
見
檢
地
の
高
に
等
し
い
。
.卽
ち
ー
且 

定
め
ら
れ
た
村
高
に
對
し.て
名
寄
帳
登
載.の
農
民
は
村
高
の
分
割
分
所
有_
.

者
と
し
て
現
は'れ
、
現
®

生
產
カ
：と
の
誰
離
は
檢
見
並
に
觅
の
掛
ヶ
方 

に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
て
ゐ
る.の
で
あ
る
。

.

.

か
く
の
如
く
封
键
領
主
に
と
っ
て

「

村」

.
は

「

村
高」
.に
表
示
さ
れ
る. 

生
產
办
の
收
取
の
場
で.あ

/0
、
封
建
支
配
者
の
行
政
の
 

一
m
位
で
あ
る
。 

此
の
樣
なp

で
把
え
ら
れ
る「

村」

•を
假
に
.「

行
政
村
落」

.と
呼
ば
う
。: 

卽

ち「

村」

，
は

封

建

的

支

配

耀

？
一
の
面
か
ら
見
れ
ば
、

「

行

政

村

落

」
と 

し
て
把
£
ら
れ
る
が
、
射
に
生
活
す
る
者
の
侧
か
ら
見
る
時
、
如
何
な
る

. 

■

と
機
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
把
え
ら
れ
る
だ
ら
う
か
。
近
世
の
村 

が
一
定
の
地
域
の
上
に
一
定
の
人
間
集
團
が
搆
成
し
て
ゐ
る
特
定
の
結
合 

ft
で
あ
り
、
大
部
分
が
農
業
生
產
を
主
た
る
產
業
と
し
て
い
た
事
は
云
ふ 

迄

-%
な
い
。
そ
れ
は
村€>
,搆

成

員

に

と

っ

て

は

'生
活
の
場
を
ゝ
同
じ
く
す
る 

も
の
\
結
合
體
で
あ
り
、「

行
政
村
‘落」

と
し
て
把
え
ら
れ
る
も
の
と
は 

異
な
.つ
た
意
味
を
持
っ
て
ゐ
る
。「

村」

が
持
っ「

行
政
村
落」

と
し
て 

の
面
と
區
.別
す
る
た
め
に
、
假
り
に

T

生
活
村
落」

と
名
づ
け
よ
う
。「

行 

政
村
落」

.上

「

生
活
村
落」

の
區
別
は
村
の̂

^
を
夫
々
の
面
か
ら
見
た' 

場
合
の
區
別
で
あ
っ
て
、
以
下
の
叙
述
に
於
い
て
兩
者
を
一
體
と
し
て
扱 

ふ
場
合
に
は
單
に「

村」

又
は
近
世
村
落
と
し
て
お
い
た
。
史
料
に
兩
渚 

が
劃
然
と
し
て
區
別
さ
れ
て
現
は
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
人
間
集
團
と
し

. 

て
の
'「

生
活
村
落」

が
對
內
的
に
も
對
外
的
に
も
意
思
を
表
現
し
よ
う
と 

す
る
時
に
•は
代
辯
者
が
.必
要
.で
あ
り
、
®

者
は
概
ね「

行
政
村
落」

の 

役
人
で
あ
る
名
主
組
頭
で
あ
る
の.が
普
.通
で
あ
り
、
い
はY「

行
政
村
落」 

の
機
能
を
通
し
て
作
成.せ
ら
れ
た
史
料
が
大
部
分
と
一

K

ふ
事
に
な
る
。
併 

乙
乍
ち
著
々
枝
ぞ
う
し
た
史
嵙
の
中
か
ら
近
世
農
民
の
生
活
の
場
と
し
て

:

'

u

 
五

.
(

一
三
a

.

強
世
村
落
形
成
期
や
お
け
る
新
開
と
入
會


